




Construction of General SDGs Model 
















謝野町の 5 市 2 町）は、中小都市・農山漁村、中山間地域を多くかかえ、人口約 30 万人を数える。
さらに、兵庫県北部まで含めた北近畿地域（京都北部地域に兵庫県北部の豊岡市、丹波篠山市、養父
























福知山公立大学（以下「本学」と略記）は、2016 年 4 月に地域経営学部を開設以来、次の組織・
団体と連携協定を結んできた4。 
2016 年 12 月 国立大学法人京都工芸繊維大学 
2017 年 1 月 福知山市三和・夜久野・大江町の地域協議会 
2017 年 3 月 京都北都信用金庫 
2017 年 5 月 但馬信用金庫 
2017 年 6 月 海の京都 DMO 
                                                   
1 日本創成会議が試算した「全国市区町村別『20～39歳女性』の将来推計人口」によれば、「人口移動が収束し
ない場合において、2040年に若年女性が 50％以上減少」する市町村 1,718（2014年 3月）のうち 896がその対





















2017 年 12 月 （株）西日本旅客鉄道福知山支社 
2018 年 10 月 京都府  
2019 年 1 月 京都府北部６市町、兵庫県丹波市、朝来市 
本学はこれらの連携協定を踏まえ、地域の「知の拠点」としての役割を果たすべく努力している。
本稿に詳述する与謝野町 SDGs も、この連携協定に基づき 2019 年 6 月からの官学協働の取り組み
（地域協働型研究）である。与謝野町における地域の状況、地場産業並びに農林水産業等に関する認
識の共有、課題・目標の設定、その取り組む優先順位等に関する協議を重ねてきた。 





















2.1 特徴ある地域の日本の縮図―SDGs を立てて地域再生・創生へ 
北近畿のなかでも、与謝野町5を対象とした理由は次の二点である。第一点は、恵まれた自然的条件
                                                   
5 与謝野町は京都北部に位置した自然豊かな縮緬の町である。山々に囲まれた町の中央には肥沃な平野をつくっ





















高校を背景に教育がトップの 13.1％、次いで府立病院等の医療が 6.4％、繊維工業製品が 6.1％、商
業 5.2％、建築 3.6％、耕種農業 2.7％が上位 6 位であり、林業も 15 位 0.7％となっている。これを特
化係数7でトップ 5 をみると、繊維工業製品 43.51 で断トツの 1 位、次いで林業の 8.74、教育 5.42、










                                                   
成会議の「2040年に若年女性が 50％以上減少」する市町村に数えられ（－55.0％）、人口減少に歯止めがかかっ
ていない。 

























Society5.08の到来が予想される時代のなかで、与謝野町は総務省の 2016 年度「ICT まち・ひと・し




                                                   
8 Society 5.0 は、「人工知能（AI）、ビッグデータ、Internet of Things（IoT）、ロボティクス等の先端技術が
高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられ、社会の在り方そのものが『非連続的』と言えるほど劇的に
変わることを示唆するものであり、第５期科学技術基本計画（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）で提唱された社








9 LPWA(Low Power Wide Area)とは、低消費電力無線通信のこと。消費電力を極力抑えて遠距離通信を実現する通
信方式で、IoTの 1つとして注目されているもの。 















修正し、6W2H に基づく PDCA サイクルやそれに伴う見直しも必要である。 











える。こうした住民ニーズにも応えた SDGs の構築が望まれる。 
取り組みの理念的構図を示せば、図 1 のようになる。Society5.0 の到来が予想される時代のなか、
3 つの持続可能性の観点から、豊富な資源や IT を活用した 8 つの地域 SDGs を構築し、これを実現
していくことである。すなわち、シビルミニマムとアメニティミニマム12を確保し、さらに向上させ
て安全・安心な与謝野町にしていくことである。 
次の 8 つの SDGs は、与謝野町民の現状やニーズ、与謝野町の産業特性・構造、総合計画等を踏ま
えて、そして多様な主体の協働を前提として整理したものである。このうち 4 つの SDGs は、与謝野
町農業の特徴、町の計画、農業の基本方針等を踏まえたもので、〈農〉を軸とした農業関係 SDGs（下
線）である。以下で用いる数値等は、とくに断らない限り、すべて与謝野町役場の資料に基づくもの



























2.3 SDGs 遂行上の基本的考え方 
上記のとおり、3 つの地域 SDGs は、町の第 2 次総合計画（2018 年 3 月）13等を基礎に具体化し
                                                   









































































                                                   
yosano.jp/open_imgs/info/0000024343.pdf〉2019.8.31.閲覧。 
14 矢口芳生『持続可能な社会論』農林統計出版, 2018, pp.137-140. より詳しくは、矢口芳生『農家の将来 TPP













このようにして、農業関係 SDGs を含む地域 SDGs が実現していけば、地域通貨の発行・定着、そ
のキャッシュレス化も考えられる。地域の資源循環・経済循環・暮らしの向上という三位一体の取り
組みも軌道に乗る。こうした点も射程に入れて SDGs の設定を試みた。以下に、8 つの地域 SDGs（う
ち 4 つは農業関係 SDGs）の内容を詳述するとともに、その背景、実現可能性等について論じる。 




















の町の農業粗生産額は全体で 13 億円、うち米が 61.5％の 8 億円（うち 2 割が豆っこ肥料を使用）、









野菜が 34.6％の 4 億 5,000 万円、豆類 4,000 万円、である18。特産のホップは 182 万円である19。 
「自然循環農業」を取り組むことになった理由には、次のような事情がある。与謝野町には畜産業
がなく、農家は堆肥による土づくりが難しかった。そのようななか、2000 年に「京とうふかやの里
                                                   
18 「農林水産統計 平成 29年 市長別農業産出額（推計）」農林水産省ウェブサイト
〈http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sityoson_sansyutu/attach/pdf/index-3.pdf〉pp.76-77. 
2019.10.3.閲覧。 























































































































2019 年度時点の原材料調達は、次のような状況である。“おから”はここ数年約 350 トンを町外か






与謝野町有機物供給施設は、2001 年に農林水産省の補助を受けて設立された。合併した 2006 年か
京の豆っこ肥料・米、大豆の推移
604
655 649 651 647
632 639
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近年は順調に売上も利益も伸ばし（2018 年売上約 7 億円、利益 2300 万円）、ピーク時（2004 年）
































































































































































































対策の強化、IT による日常的水管理」の「森林管理」については、後述の SDGs である「野田川流
域の防災・減災システムの構築」の課題とも大いに関連している。また、生活廃水対策については、























































































































































































ン）13 億人、パキスタン（シャルワールカミーズ）2 億人、ベトナム（アオザイ）1 億人、計 30 億















































































































リングロードとの住み分け）」、「課題④：自動運転や ICT その他の IT 基盤（ローカル 5G29）の整備
等のための実証実験、自動運転等の運営主体の構築・丹鉄との連携等」を解決していく必要があろう。 
また、「課題⑤：IT 企業の誘致（たとえば〈トヨタ＋ソフトバンク〉等の自動運転開発可能な企業












与謝野町では、2015 年からホップ栽培がはじまり、現在 1 法人 5 個人経営体により 1.28ha の面










































































































































































































年、2017 年、2018 年の豪雨被害が記録されている。 
2013 年 9 月の台風 18 号では、由良川流域において平均 300 ㎜以上の降雨があり、由良川の福知
山水位が過去最高で堤防越え寸前の 8.3m を記録した32。豪雨により浸水した家屋は 779 戸にのぼっ
た。また、2014 年の 8 月の豪雨では、線状降水帯の発生により、24 時間雨量が観測史上最高となる




町の中央を流れる野田川でも大きな水害を経験している。たとえば、2004 年の台風 23 号の時に
は、上中流域で堤防が決壊し、加悦地区は 1m 以上の浸水深度に達したところもあり、また下流域で


















旬をビール麦の栽培、5 月上～7 月下、８月下～11 月上の 2 期作としてそばの栽培を行う。この場合、
図 10 とも連動する。そして、一部はビオトープ等、観光・教育資源として活用する。 
放棄されつつある農林水産資源の復旧と新たな活用によって、地域の所得向上と一定の雇用を生み
出すとともに、気象の劇症化・激烈化のもとでの防災・減災にも役立てる地域モデルになる。成功す
れば、由良川流域や全国の河川対策のモデルにもなる。また、水田への IT の活用（ICT 水門）は、
全国の高齢農家や大規模農家の水田の水管理の自動化・省力化の可能性・普及性を示唆している。 
















































































エネルギー自給率 100％のまちづくりに、そのためにも IT 基盤の充実が必要になる。 















まわり 15 万本」の名称で 1998 年から 2012 年までフェスティバルが行われ、2013 年からは会場を
「野田川わーくぱる」から「リフレかやの里」周辺に変え、名称も「与謝野町ひまわりフェスティバ
ル」に、また主催の実行委員会の事務局も与謝野町役場商工観光課からリフレかやの里へと変更され












































































































4. 工程管理と KPI―SDGs 汎用モデルへの接近 
4.1 地域 SDGs とグローバル SDGs との関連 
以上、8 つの地域（与謝野町）SDGs について述べてきた。これらは「持続可能な開発のための 2030













                                                   
38 矢口芳生『サービス農業論』（「矢口芳生著作集」第 6巻）農林統計出版, 2012, pp.271-300; 矢口芳生「『福
祉的・療養的農業』の新たな展開可能性」『福知山公立大学研究紀要』4巻 1号, 2020.3. を参照。 










42 グローバル SDGsの「17ゴール・169ターゲット」及び日本の「SDGs実施指針」（日本版 SDGs）の詳細につい



































































4.2 KPI と推進体制 
SDGs 実現には、地域 SDGs ごとの KPI（Key Performance Indicator：業績評価指標）並びに SDGs
実現のためのスケジュール（行程表）が必要である。これを一覧表にしたのが表 1 である。 
「与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略」43（2015 年）に示された KPI では、たとえば、京
の豆っこ肥料の生産量は 2014 年度 274 トンから 2019 年度 450 トン、京の豆っこ米の生産面積は
129ha から 270ha への増大であった。この取り組みには予算措置も講じられたが44、残念ながらいず
                                                   
43 「与謝野町ひと・しごと・まち創生総合戦略」（2015年 12月）p.10, 与謝野町ウェブサイト
〈http://www.town-yosano.jp/open_imgs/info/0000018134.pdf〉2019.8.31.閲覧。 







集積面積も掲げられ、353ha から 400ha の増大としていた。 
今回の地域 SDGs では KPI をどうするのか、現時点では表 1 のようにしてみた。KPI はひとつの
指標であり曖昧にしてはならないが、同時にこれに引きずられないことも大切である。PDCA サイク
ルを回し、適宜適切に見直すことが必要である。ここでの KPI は、2020 年 4 月（2020 年度）を基



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に第 2 次目標年度をおくことも有益である。KPI の当初基準を 2019 年度実績として設定する。なお、
表 1 に提示しなかったが、ほかに考えられる KPI も以下に例示した。 
ア．「京の豆っこ肥料」を軸とした「自然循環農業」の展開 
・豆っこ肥料生産量：2019 年度実績○○トン⇒2022 年度○○トン⇒2030 年度○○トン 
・豆っこ米生産量：  ⇒  ⇒ 
・農地所有適格法人数：  ⇒  ⇒ 




・鮭の遡上数：  ⇒  ⇒ 





・縮緬生産量：  ⇒  ⇒ 
・京丹後市との協働件数：  ⇒  ⇒ 
その他：縮緬生産者数、縮緬ショップ来客数 
エ．町内縦貫の自動運転を軸とした「観光ルネッサンス」の展開 
・月別宿泊者数：  ⇒  ⇒ 
その他：各地区の入り込み客数、イベント別入り込み客数 
オ．ホップを軸とした地域資源ビジネス化の展開 
・ホップの栽培面積：  ⇒  ⇒ 








・田んぼダム面積：  ⇒  ⇒ 












次に KPI の設定と普及展開の可能性との関係性について述べておこう。表 1 にも記したが、未知
の取り組み等については、関係団体や関係企業等と実証実験を行い、その展開可能性をより確実なも








がある。日本版 SDGs が地方創生と連動させて推進している点を踏まえれば45、「SDGs 推進本部」を
立ち上げ、町の「産業振興会議」や各種の組織・団体等と連携しながら、図 14 のように、8 つの SDGs
ごとに庁内担当課を配置するとともに、横断的・全庁的に取り組む体制が望ましい。 
SDGs 推進本部長を町長として、副町長、教育長を副本部長とし、本部委員にはすべての課長をあ
て、全体会合をもって工程管理（PDCA サイクル）を行う（SDGs 推進本部全体会議）。SDGs の各
分野では担当課の所管会議、関係部署とは所管連携会議を適宜開催して、相互調整や進捗状況の把握、
工程管理等を行う。 
4.3 SDGs 汎用モデル策定の要点と財政管理 
以上が与謝野町における地域 SDGs の全体像である。以下に北近畿・各地域の SDGs の策定にあ
たって共通する注意点を含む要点を整理しておく。 
①SDGs は構築が目標・目的なのではなく、SDGs の実現が目標・目的である。 
②SDGs は地域の特性を活かした資源循環・経済循環・暮らしの向上という三位一体（3 つの持続
                                                   




























































































補節. SDGs 推進上の留意すべき基本事項 
補節.1 何のための SDGs か 
ここでは、補足的に SDGs 推進上の留意すべき次の基本事項について述べる。持続可能性・持続可



















「持続可能性」とは、図 15 のとおり、次の 3 つの側面（3 つの持続可能性49）の均衡した定常的状
態のことをさす。 
①環境的持続可能性とは、自然・環境が不可逆的変化を生じないような状態を維持することである。
                                                   









置されたのである（矢口芳生『共生社会システム論』農林統計出版, 2013, p.28）。 




































































グローバル SDGs と日本版 SDGs 
2015 年の第 70 回国連総会（持続可能な開発サミット）において、「持続可能な開発のための 2030
年アジェンダ」が採択された50。この「2030 アジェンダ」は、表 2 のとおり、保健や教育、新たに顕
在化した環境や格差拡大に対応すべく、17ゴール・169ターゲットからなるSDGs（グローバルSDGs）
を掲げた。2016 年から 2030 年までの 15 年間の目標とし、2001 年に策定された 8 ゴール・21 ター










                                                   
50 「Sustainable Development Goals」国際連合広報センターウェブサイト
〈https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/
〉2019.6.12.閲覧。 
51 矢口芳生『共生社会システム論』（「矢口芳生著作集」第 8巻）農林統計出版, 2013, pp.19-63; 矢口芳生『持




























いて処理する」SDGs 推進本部を設置した52。日本版 SDGs を明らかにし（表 3 参照）、日本は「持続
可能で強靭、そして誰一人取り残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現された未来への先駆
者を目指す」ことをビジョンに掲げ、この実現に向けた 8 つの優先課題を提示した53。 
日本は、17 の SDGs のうち教育（目標 4）、水・衛生（目標 6）、イノベーション（目標 9）といっ
た目標は達成されているとされる。しかし、貧困（目標 1）、ジェンダー（目標 5）、エネルギー（目


























告書「SDG指標とダッシュボード（SDG Index and Dashboard）」で示されている。SDSN独自の指標に基づき、世
界 149か国の SDGsの達成状況を数値化した初の試みの結果とされる。「SDGs実施指針（SDGs Implementation 
Guiding Principles）骨子」首相官邸ウェブサイト
〈https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/pdf/jisshi_shishin.pdf〉2019.6.19.閲覧。 






ついて（中間まとめ）」』（平成 29 年 6 月 27 日）57は、工学系教育の革新を行い、新たな産業を支え
る基盤技術を創出できる人財の育成が喫緊の課題であるとしている。また、中央教育審議会大学分科
会『今後の高等教育の将来像の提示に向けた論点整理』（平成 29 年 12 月 28 日）58も、第 4 次産業革
命に対応して「分野を超えて専門知や技能を組み合わせる実践力の育成や、新たなリテラシーとして
の数理・データサイエンスの学修が求められる」としている。しかし、我が国の IT 人財は現在約 17









                                                   
57 〈https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/081/gaiyou/1387267.htm〉2020.1.18.閲覧。 
58 〈https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/houkoku/1400115.htm〉2020.1.18.閲覧。 
59 マイケル・ポーター, マーク・クラマー「共通価値の戦略」『Diamond Harvard Business Review』2011.6, 




































補節.2 SDGs 実現のための鉄則―イノベーション・6W2H・協働 
6 つの地域イノベーション 
上記の方向性を徹底調査して、実現可能性を検証してみることも必要である。さらに、目標の実現
に向けて必要なことは、IT 等の科学的イノベーションだけでなく、次の 6 つの社会的・地域的なイ
ノベーションを自覚的に行うことも忘れてはならい。表 4 及び図 16 は農業を例に示したものだが、
各産業部門・業種においても 6 つのイノベーションは考慮すべきである。 






















                                                   
60 「共生」とは、〈コミュニケーション・合意・協働〉の一連の合目的的行動・行為のことであり、レジリエン
ス（回復力・復元力）の源泉となる社会技術のことでもある。詳しくは、矢口芳生『持続可能な社会論』農林統
















































































































目を指す。ただし、経営学やマーケティング戦略論等では、5W1H に Whom（誰に）と How much




























横浜市の協働原則（2012 年 10 月文書）とは次のようなものである62。要点のみを記せば、①対等
                                                   
































































過程で、2019 年 10 月に筆者が取りまとめ提案したものである。その後、本提案をもとに本学教員
（筆者のほかに山田篤教授、亀井省吾教授、神谷達夫教授、前田一貴講師、張明軍助教）による説明
聴取を行いつつ、与謝野町との協議を重ねた。与謝野町はさらに詳細に具体化もしくは本提案から選
定した SDGs を作成しつつあり、2020 年 4 月からはそれに基づく本学参加の SDGs の具体的な取り
組みとなる予定である。 
 
                                                   
64 矢口芳生『持続可能な社会論』農林統計出版, 2018, pp.259-263; 新川達郎「第 6章 持続可能な地域実現の
ためのローカル・ガバナンス―京都の事例を巡って」『持続可能な地域実現と大学の役割』（白石克孝・石田徹
編）日本評論社, 2014, pp.75-89. 
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